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■
７
月
、
町
に
衝
撃
走
る

　

今
年
７
月
に
、
県
教
委
か
ら
発
表

さ
れ
た
「
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革

第
３
次
実
施
計
画︵
後
期
︶案
」
は
、

■
単
独
校
存
続
で
一
様
に
安
ど

　

決
定
さ
れ
た
第
３
次
後
期
計
画
で

は
、
当
初
案
で
平
成
㆓⓼
年
に
校
舎
制

導
入
を
予
定
し
て
い
た
中
里
高
校
は
、

計
画
期
間︵
Ｈ
㆓⓺
～
30
年
︶中
に
１
学

級
減
を
行
う
が
、
実
質
的
な
分
校
と

な
る
校
舎
制
へ
の
移
行
は
見
送
ら
れ

た
。
次
期
計
画
で
県
全
体
の
学
校
規

模
・
配
置
を
考
え
、
改
め
て
方
向
性

を
検
討
す
る
と
い
う
。

　

こ
の
決
定
を
受
け
、
存
続
に
向
け

運
動
を
展
開
し
て
き
た
関
係
者
は
、

一
様
に
安
ど
の
声
を
漏
ら
し
た
。
町

長
は
「
存
続
が
決
ま
り
喜
ん
で
い
る
。

高
校
生
の
通
学
事
情
を
考
え
れ
ば
、

中
里
高
校
は
な
く
せ
な
い
。
今
後
も
、

町
は
全
面
的
に
支
援
し
て
い
く
」
と
、

中
里
高
校
の
存
続
に
喜
び
の
声
を
上

げ
た
。

町
を
揺
る
が
す
事
態
に
発
展
し
た
。

中
里
高
校
が
、
実
質
的
な
分
校︵
校

舎
化
︶に
移
行
す
る
と
明
記
さ
れ
て

い
た
か
ら
だ
。
県
教
委
は
、
生
徒
数

の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
か

ら
高
校
の
配
置
を
第
１
次
、
第
２
次
、

第
３
次
前
期
計
画
で
見
直
し
て
き
て

お
り
、
今
回
校
舎
化
の
対
象
に
、
と

う
と
う
中
里
高
校
の
名
前
が
挙
が
っ

た
の
だ
。

　

報
道
で
知
っ
た
町
役
場
や
住
民
は
、

驚
き
と
怒
り
、
不
安
を
口
に
し
、
中

里
高
校
の
存
続
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
、
県
教
委
に
反
対

の
声
を
届
け
る
こ
と
に
な
る
。

■
説
明
会

　

県
教
委
は
、
計
画
案
の
説
明
会
を

７
月
㆓⓺
日
㈭
、
五
所
川
原
市
中
央
公

民
館
で
開
き
、
再
編
計
画
に
対
す
る

考
え
方
、
西
北
五
管
内
の
学
校
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
か
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
高
校
の
役
割
や
規

模
に
つ
い
て
、
小
規
模
校
の
良
さ
を

認
め
つ
つ
も
、

○ 

必
要
な
教
科
・
科
目
が
設
定
で
き

な
く
な
る

○
集
団
の
中
で
の
切
磋
琢
磨
が
必
要

○ 

社
会
に
出
て
行
く
た
め
の
た
く
ま

し
い
心
の
か
ん
養

　

な
ど
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
一
定

規
模
以
上
の
学
校
で
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
平
成
30
年
頃
か
ら
訪

れ
る
「
生
徒
急
減
期
」
に
対
応
し
、

中
里
高
校
の
入
学
状
況
、
町
中
学
校

卒
業
者
の
進
路
状
況
を
示
し
な
が
ら
、

中
里
高
校
は
平
成
㆓⓼
年
度
に
金
木
高

校
を
本
校
と
し
た
校
舎
制
に
移
行
す

る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
出
席
者
か
ら
出
た

意
見
は
、
す
べ
て
中
里
高
校
の
校
舎

化
に
関
す
る
も
の
で
、

○ 

実
質
的
な
分
校
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
り

さ
ら
に
入
学
者
数
が
減
る

○ 

学
校
を
な
く
す
こ
と
は
地
域
の
衰

退
に
つ
な
が
る

○ 

中
里
高
校
は
地
域
密
着
の
学
校
、

人
数
の
少
な
さ
だ
け
で
判
断
し
な

い
で
ほ
し
い

○ 

１
学
級
を
維
持
で
き
る
と
認
め
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
単
独
校
で
は
い

け
な
い
の
か

○ 

中
里
高
校
と
金
木
高
校
を
統
合
し

て
１
校
と
い
う
考
え
は
な
い
の
か

　

と
い
っ
た
閉
校
に
対
す
る
不
安
を

述
べ
、
県
教
委
側
に
校
舎
化
の
再
考

を
迫
っ
た
。

　
地
域
の
思
い
、
声
が
届
い
た　
　
。
県
教
委
は
11
月
1⓽
日
㈪
、
県

立
高
校
再
編
第
３
次
後
期
計
画
を
決
定
し
、
中
里
高
校
は
校
舎
化
か

ら
学
級
減
へ
と
方
針
を
修
正
。
単
独
校
で
の
存
続
が
決
ま
っ
た
。

ドキュメント

地
域
の
灯
は
守
ら
れ
た

中
里
高
校
、
単
独
校
で
存
続
へ
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と
一
緒
に
成
長
す
る
」
学
校
な
の
だ
。

地
域
活
動
に
力
を
入
れ
る
同
校
の
活

動
は
、
逆
に
大
規
模
校
に
は
で
き
な

い
こ
と
を
し
て
い
る
、
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
で
社
会
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
た

く
ま
し
い
大
人
と
な
る
よ
う
行
わ
れ

る
教
育
活
動
は
、県
教
委
が
い
う「
高

校
の
役
割
」
と
合
致
す
る
の
で
は
な

い
か
。

　

最
近
は
、
２
年
連
続
で
国
公
立
大

合
格
者
を
出
す
な
ど
、
生
徒
の
進
路

指
導
面
で
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て

い
る
中
里
高
校
は
、
地
域
の
悲
願
で

開
校
に
こ
ぎ
着
け
た
、
町
に
と
っ
て

思
い
入
れ
が
あ
る
学
校
だ
。
こ
の
大

事
な
灯
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
。

か
り
か
、
地
域
経
済
へ
の
悪
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

■�

今
も
、こ
れ
か
ら
も
「
中
里
高

　
校
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

　

第
３
次
後
期
計
画
で
の
校
舎
化
は

見
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、
県
教
委
も

言
及
し
て
い
る
と
お
り
、
次
期
計
画

で
は
、
１
学
級
規
模
の
学
校
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
改
め
て
判
断
す
る
と

し
て
い
る
。
全
国
的
に
人
口
の
減
少

傾
向
が
続
き
、
町
も
例
外
で
は
な
く
、

中
学
校
卒
業
者
の
減
少
は
確
実
だ
。

平
成
30
年
に
は
生
徒
急
減
期
が
訪
れ

る
。
町
は
こ
れ
か
ら
も
単
独
校
存
続

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う

が
、
次
期
計
画
で
の
中
里
高
校
の
扱

い
に
注
目
し
た
い
。

　

中
里
高
校
は
、
今
後
単
独
校
と
し

て
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
小

規
模
校
に
は
小
規
模
校
の
良
さ
が
あ

る
。

「
人
数
が
少
な
い
分
過
ご
し
や
す
い
。

そ
の
せ
い
か
、
ま
と
ま
り
が
あ
る
。

先
生
方
も
１
人
１
人
に
尽
く
し
て
く

れ
る
の
で
、
何
で
も
話
せ
る
雰
囲
気
」

　

昨
年
11
月
号
で
中
里
高
校
を
特
集

し
た
際
、
生
徒
会
役
員
の
野
上
さ
ん

が
口
に
し
た
言
葉
だ
。
小
規
模
校
の

良
さ
を
、
一
言
で
表
し
て
い
る
よ
う

に
思
っ
た
。

　

宮
本
校
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
言

っ
て
い
た
が
、
中
里
高
校
は
「
地
元

あ
る
。
中
里
高
校
は
、
地
理
的
に
津

軽
半
島
の
中
心
に
あ
る
学
校
。
同
校

は
、
中
里
地
域
か
ら
の
生
徒
だ
け
で

は
な
く
、
小
泊
地
域
や
つ
が
る
市
車

力
町
、
五
所
川
原
市
市
浦
か
ら
の
入

学
生
も
あ
る
。
こ
の
高
校
が
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
に
通

学
の
不
便
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
校
舎
化
と
な

れ
ば
「
中
里
高
校
」
の
歴
史
は
閉
じ

ら
れ
る
。
巣
立
っ
て
い
っ
た
卒
業
生

は
母
校
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
ば

■�
地
域
と
と
も
に
あ
る
中
里
高

　
校
の
必
要
性

　

中
里
高
校
は
近
年
、
地
域
活
動
に

重
点
を
置
い
て
い
る
。
全
校
一
斉
の

奉
仕
活
動
や
高
校
生
ま
ち
づ
く
り
塾

参
加
、
ホ
タ
ル
ま
つ
り
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
ガ
イ
ド
、
夏
ま
つ
り
参

加
な
ど
、
活
動
の
幅
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
地
域
と
つ
な
が
り
、
社

会
に
出
て
も
通
用
す
る
人
間
を
育
て

る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
だ
。

　

そ
し
て
、
通
学
面
で
の
地
域
性
も

関　係　者　の　声

高校生まちづくり塾塾長

夏原謙二 さん
中里高校PTA会長

三橋　亨 さん

　とにかく「よかった」の一言。町
の支援もあり、声が届いたという感
がある。まちづくり塾では生徒の成
長を感じていたので、地元に高校が
残ってよかった。町だけでなく近隣
も、そして子どもがいない人も巻き
込み、地域を挙げてこれからも支援
するという姿勢が大事だ。

　計画案が発表されたときは不安だ
ったが、単独校存続を聞いて本当に
よかった。保護者や生徒たちの中で
も、学校をなくしたくないという機
運があったので、ほっとしている。
今後も地域に根ざす学校、特色ある
学校を目指し、それが入学者増につ
ながれば。

【夏まつりにも参加】【全校一斉奉仕活動】

【ドイツ高校生とディスカッション】【高校生まちづくり塾】


